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論文内容の要旨

社会の成熟化、価値観やライフスタイルの多様化に伴い、働く場面におけるウェルビーイングの重

要性が増している。特に、様々なストレスにされされることが多いワークプレイス（スペース／スタイ

ル／ツールの総合体）において、仕事に対する心持ち＝ワークマインドを如何にして向上・醸成しうる

かが、その計画段階、運用段階の双方で問われつつある。この背景に対して、これまで様々な視点から

開発されてきた多種多様なワークマインドに関わる心理指標を総合化することを本研究の主題として

いる。

序章ではまず、ワークマインドの総合化を主題とする意義を、社会、経営、実務、学術のそれぞれの

観点から既往の研究や変遷を整理しながら論じた上で、ワークマインドを測定する指標が多様に開発

されているものの、それらの全体像を俯瞰できる概念整理が未だ行われていないために、各指標から

得られる知見は断片化され、ワークプレイスに関わる施策との関係を探る研究を困難で限定的なもの

としていることを指摘している。

第 1 章では、次章からの調査の発端となる研究について述べている。ワークマインドの中でも現代

のワークプレイスにおいて重要概念（指標）とされているワーク・エンゲイジメントとワークプレイス

との結節点を検討した実践的研究を取り上げた上で、本研究の位置づけを明確にし、より幅広い指標

の総合化に対する具体的なアプローチを導出している。

第 2 章では、ワークマインドの認知概念整理を目的として、代表的な心理指標の相互関係と全体像

を俯瞰できるワークマインドマップの作成に取り組んでいる。主要な心理尺度の開発背景や具体的質

問項目について整理した上で、質問群の文言（問い方）に着目した被験者によるグルーピング実験を実

施し、その結果を統計的に総合する分析手法を提案している。結果、可能な限り恣意性を軽減して得ら

れたワークマインドマップを作成し、その活用方法について論じている。

第 3 章では、実務での運用を念頭にワークマインド指標総合化のより具体的な成果とするために、

ワークマインド総合診断のための質問集作成に取り組んでいる。2 章で得られた知見に基づいてアン

ケート調査を実施し、回答傾向の分析結果をワークマインドマップとの照らし合わせながら類似項目

の取捨選択を行うことで、ワークマインド総合診断のための質問集の 2 つのバリエーションを提案し

ている。



2

第 4 章では、総合化の先のゴールとして、3 章までの成果の今後の運用に寄与する知見を得るため

の試論的な分析を試みている。今後の新たな心理指標（質問項目）の登場を念頭に、ベイズ学習による

分類基準の自動生成を行い、マップの拡張・更新における適応可能性とその際の留意点について論じ

ている。

論文審査の結果の要旨

本論文は、現代のワークプレイスにおいて増々重要性が増している「働く人々の仕事に対する

心持ち」について、これまで様々な視点から提案され、その時々で場当たり的に利用されてきた

多岐にわたる心理指標の総合化を試みたものである。まず、代表的な心理尺度の概念や開発の背

景・特徴を整理した上で、具体的な質問項目の問い方（文言）の類似性に着目した分類実験を行

い、統計的な手法を用いて、指標の関係性を表すワークマインドマップとしてまとめている。こ

れまで部分的に研究されてきた回答傾向の分析ではなく、ユーザーの側からみた問い方に着目し

た点が独創的である。また、視覚的な地図として全体像を俯瞰できるようにしたことは学術的な

価値が高い。

次に、得られたマップをもとに幅広い概念（心理尺度）をカバーするように抽出した 2 種類の

質問群を用いて、その回答結果の傾向分析を行っている。これにより、マップの妥当性の検証を

するとともに、ワークマインドの総合診断のための包括的かつ簡易な質問群を提案している点は、

今後の実務での活用を視野に入れた大きな成果である。

加えて、今後の新たな指標の登場に備えて、ベイズ学習を用いた分類基準の自動生成によるマ

ップへの反映を試み、その可能性と留意点について示している点は、この研究の成果をより長期

的に活用しうるものとしている。

学位論文はいずれもレフリー制度のある学術雑誌論文 3 編を基に作成されたもので、3 編すべ

てにおいて申請者が筆頭著者である。
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